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Ⅱ 平成２８年度みえスタディ・チェックの結果・分析（中学校理科） 

１ 集計結果 

（１）平均正答率及び領域別平均正答率 

 平均正答率 領域別 

エネルギー 物質 生命 地球 

第１学年 第 1 回 42.5% 46.6% 35.0% 45.7% 42.6% 

  物理的領域 化学的領域 生物的領域 地学的領域 

第２学年 第 1 回 41.1% 29.6% 33.4% 59.3% 42.3% 

（２）平均無解答率及び問題形式別平均無解答率 

 平均無解答率 問題形式別 

選択式 短答式 記述式 作図式 

第１学年 7.7% 2.6% 9.8% 17.6%  

第２学年 11.4%  3.1% 17.5% 22.5% 5.0% 

（３）正答数分布グラフ（横軸：正答数、縦軸：生徒数） 
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（４）設問別集計結果 

① 第１学年 第 1 回 

 

粒
子

エ
ネ
ル
ギ
ー

生
命

地
球

1 (1)
コイルに流れる電流の向きと電磁石の極の関
係を理解している

5A
⑶ア

○ ○ 66.9% 0.3%

(2)
コイルの巻き数と電磁石のはたらきの大きさ
の関係を調べるための実験について，条件を
制御しながら構想できる

5A
⑶イ

○ ○
H24 小 3(4)
H27 小 1(5)

61.5% 0.2%

(3)
電磁石の性質を，電磁石からスチール缶をは
ずす方法に適用することができる

5A
⑶ア

○ ○ 32.4% 19.3%

(4)
回路に流れる電流の強さを調べるための適切
な実験器具について理解している

6A
⑷ウ

○ ○
平成26・27 年度 第５学

年 実験器具の使い方

電流計の使い方
28.1% 15.0%

(5)
電熱線の太さと水の温度上昇の関係を調べる
実験について，実験の条件を改善することが
できる

6A
⑷ウ

○ ○

平成26・27 年度 第６学

年 エネルギー 電気の

利用

太さのちがう電熱線を

使って発熱のちがいを

調べよう

43.9% 22.2%

2 (1)
グラフを分析して考察し，物質をすべて溶か
すために加える水の体積を求めることができ
る

5A
⑴イ

○ ○ 12.6% 1.0%

(2)

グラフを分析して考察し，水の温度条件を変
えたときの一定量の水にとける物質の限度の
量から，追加して溶かすことのできる物質の
質量を求めることができる

5A
⑴イ

○ ○
平成26・27 年度 第５学

年 粒子 物の溶け方

水の量と物が溶ける量
49.0% 1.9%

(3)

グラフを分析して考察し，水溶液の温度を上
げても食塩がすべて溶けきらない理由を食塩
の水への溶け方についての性質と関連づけて
説明することができる

5A
⑴イ

○ ○ H24 中 4(3) H27 中2 4(5) 39.6% 16.6%

(4)
水溶液の性質を理解し，実験の結果からどの
ような物質が溶けた水溶液かを特定すること
ができる

6A
⑵ア

○ ○

平成26・27 年度 第６学

年 粒子 水溶液の性質

水よう液のちがいを調

べよう

47.2% 4.1%

(5)
実験の結果を分析して解釈し，取り出した物
質がアルミニウムとは異なる物質であるかど
うかを調べる方法を構想することができる

6A
⑵ウ

○ ○

平成26・27 年度 第６学

年 粒子 水溶液の性質

とけた金属が出てくる

か調べよう（１），とけた

金属が出てくるか調べ

よう（２）

26.7% 2.0%

3 (1)
だ液のはたらきを調べる実験について考察し
て分析し，試験管を約40℃に保つ理由を説明
することができる

6B
⑴イ

○ ○

平成26・27 年度 第６学

年 生命 人の体のつくり

と働き

だ液のはたらきを調べ

よう

61.6% 7.3%

(2) 消化について理解している
6B
⑴イ

○ ○ 52.5% 16.1%

(3)
実験の結果から，呼気に含まれる酸素の量を
示した気体検知管を選ぶことができる

6B
⑴ア

○ ○ 48.4% 5.4%

(4)
実験の結果から，呼気と吸気に含まれる気体
の割合について考察して分析し，他者の考察
の誤りを改善することができる

6B
⑴ア

○ ○ 38.0% 12.1%

(5)
呼気に水蒸気が多く含まれていることを理解
し，その水蒸気が冷やされることにより液体
の水に変化することを理解している

6B
⑴ア

○ ○ 28.2% 6.6%

4 (1) 気温のはかり方について理解している
4B
⑶ア

○ ○ 33.2% 2.4%

(2)
雲の量から天気を判断する際の指標となる，
空の広さと雲の量の関係を理解している

5B
⑷ア

○ ○

平成26・27 年度 第４学

年 地球 天気の様子

天気の様子～天気と気

温の調べ方

26.2% 3.8%

(3)
観察結果のグラフを基に気温と天気の関係に
ついて，考察して分析することができる

4B
⑶ア

○ ○ H24 小 4(5) 32.5% 9.9%

(4)
３日間の雲画像を考察して分析し，ある地点
の天気の変化を推測することができる

5B
⑷イ

○ ○ 73.6% 3.7%

(5)
３日間の雲画像を分析して解釈し日本付近の
雲の動き方について理解している

5B
⑷イ

○ ○ 47.4% 4.6%

評価の観点 問題形式

Ａ区分 記
述
式

Ｂ区分 科
学
的
な
思
考
・
表
現

観
察
・
実
験
の
技
能

自
然
事
象
に
つ
い
て
の

知
識
・
理
解

選
択
式

短
答
式

正答率 無解答率

３点セットとの関連

大
問
番
号

小
問
番
号

出
題
の
趣
旨

学習指導要領
の分野・領域等

全国学調の
問題

みえスタディ・
チェックの問題

ワークシート
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② 第２学年 第 1 回 

 

物
理
的
領
域

化
学
的
領
域

生
物
的
領
域

地
学
的
領
域

1 (1)
物体にはたらく重力の大きさを表すことがで
きる

⑴イ
(ア)

○ ○ 38.7% 5.0%

(2)
ばねののびとばねにはたらく力の関係につい
て調べる実験を基に，考察の誤りを改善する
ことができる

⑴イ
(ア)

○ ○ 7.2% 14.5%

(3)
実験の結果から，水中の物体にはたらく浮力
の大きさを求めることができる

⑴イ
(イ)

○ ○ H24 中 4(3)
平成26・27 年度 第１学

年 エネルギー 力と圧力

圧力の練習問題①
28.8% 13.5%

(4)
実験の結果から，水に沈める物体の重さと物
体にはたらく浮力の関係について分析して考
察することができる

⑴イ
(イ)

○ ○ 5.5% 26.6%

(5)
水中の物体の体積と物体にはたらく浮力の関
係を調べるための実験について，条件を制御
しながら構想できる

⑴イ
(イ)

○ ○ 67.8% 2.5%

2 (1)
水溶液の質量パーセント濃度を計算すること
ができる

⑵イ
(ア)

○ ○
H24 中 4(1)
H27 中 1(1)

H27 中2 4(2)

平成26・27 年度 第１学

年 粒子 物質のすがた

質量パーセント濃度を

求めよう

18.7% 23.1%

(2)
石灰水のようすの変化を分析して解釈し，発
生した気体の物質を特定することができる

⑵ア
(イ)

○ ○ 85.4% 5.1%

(3)
溶解度のグラフを分析して解釈し，水に物質
がすべて溶ける温度を推測することができる

⑵イ
(イ)

○ ○

平成26・27 年度 第１学

年 粒子 水溶液

溶解度について考えて

みよう①，溶解度につ

いて考えてみよう②

39.2% 2.1%

(4)
実験結果や溶解度のグラフを分析して考察
し，物質を特定することができる

⑵イ
(イ)

○ ○ H26 小6 1(2)①

平成26・27 年度 第１学

年 粒子 物質のすがた

白い粉の物質は何だろ

うか

22.4% 6.6%

(5)
溶解度のグラフを分析して解釈し，物質をす
べて溶かすことができる水の質量を推測する
ことができる

⑵イ
(イ)

○ ○ 1.5% 47.4%

3 (1)
植物の蒸散量を調べるために，水面に少量の
油を注いだ理由を，水の蒸発に関する知識を
基にして説明することができる

⑴イ
(イ)

○ ○ 69.8% 5.3%

(2)
日光と蒸散量の関係を調べるための実験や，
葉の枚数と蒸散量の関係を調べるための実験
について，条件を制御しながら構想できる

⑴イ
(イ)

○ ○ 43.6% 3.2%

(3)
顕微鏡を使って観察する場面において，プレ
パラートの動かし方と視野の変化について正
しく理解している

⑴ア
(ア)

○ ○ H26 小5 3(2)② 49.2% 3.1%

(4)
孔辺細胞で囲まれたすき間の部分を，気孔と
表すことができる

⑴イ
(イ)

○ ○ 73.5% 10.8%

(5)
葉の表側と裏側の蒸散量の違いを調べるため
の実験について，条件を制御しながら構想で
きる

⑴イ
(イ)

○ ○

平成26・27 年度 第１学

年 生命 植物の体のつ

くりと働き

蒸散について考えてみ

よう！（２）

60.5% 23.2%

4 (1)
無色鉱物の含まれる割合が高い深成岩の名称
を，花こう岩と表すことができる

⑵ア
(ア)

○ ○ 37.6% 2.2%

(2)

物質の冷え方とそれによってできる結晶の大
きさの実験結果から，火成岩のできた場所や
マグマの冷え方について分析して考察するこ
とができる

⑵ア
(ア)

○ ○ H27 中2 2(4) 24.0% 25.6%

(3)
有色鉱物の割合と火成岩の色の関係と，火成
岩をつくるマグマの色とマグマのねばりけの
関係のそれぞれを理解している

⑵ア
(ア)

○ ○ H27 中2 2(5) 28.8% 3.2%

(4)
モデル実験の結果から，水を混ぜた石こうの
粘度や流れやすさについて分析して考察する
ことができる

⑵ア
(ア)

○ ○ 67.6% 2.2%

(5)
モデル実験の結果を分析して考察し，マグマ
のねばりけと噴火の様子や火山の形との関係
について推測することができる

⑵ア
(ア)

○ ○ H27 中1 4(3) 53.3% 2.9%

短
答
式

３点セットとの関連

正答率 無解答率
全国学調の

問題
みえスタディ・
チェックの問題

ワークシート

評価の観点

第１分野 作
図
式

問題形式

記
述
式

第２分野 科
学
的
な
思
考
・
表
現

観
察
・
実
験
の
技
能

自
然
事
象
に
つ
い
て
の

知
識
・
理
解

選
択
式大

問
番
号

小
問
番
号

出
題
の
趣
旨

学習指導要領
の分野・領域等
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２ みえスタディ・チェックの課題等、指導改善のポイント 
（１） 各教科の具体的な課題等          （○：選択 ◎：短答 ☆：記述） 

（２） 全体の傾向 

（３） 指導改善のポイント 

  強み（相当数の生徒ができている点） 弱み（課題のある点） 

第
１
学
年 

第
１
回 

１(１) 

 

 

４(４) 

○コイルに流れる電流の向き

と電磁石の極の関係を理解

していること。 

○３日間の雲画像を考察して

分析し、ある地点の天気の

変化を推測すること。 

２(１) 

 

 

４(２) 

○グラフを分析して考察し、物質をす

べて溶かすために加える水の体積

を求めること。【問題掲載】 

○雲の量から天気を判断する際の指

標となる、空の広さと雲の量の関係

を理解すること。 

第
２
学
年 

第
１
回 

２(２) 

 

 

３(１) 

◎石灰水のようすの変化を分

析して解釈し、発生した気

体を特定すること。 

◎植物の蒸散量を調べるため

に、水面に少量の油を注い

だ理由を、水の蒸発に関す

る知識を基にして説明する

こと。 

１(２) 

 

 

１(４) 

 

 

 

２(５) 

☆ばねののびとばねにはたらく力の

関係について調べる実験を基に、考

察の誤りを改善すること。 

☆実験の結果から、水に沈める物体の

重さと物体にはたらく浮力の関係

について分析して考察すること。

【問題掲載】 

◎溶解度のグラフを分析して解釈し、

物質をすべて溶かすことができる

水の質量を推測すること。 

・孔辺細胞で囲まれたすき間の部分を、気孔と表すことができる等といった、基礎的・基

本的な知識が身に付いている。 
・基礎的・基本的な知識・技能を活用し、グラフ・資料等に基づいて、自らの考えや他者
の考えを検討して改善することに課題が見られる。 

 指導改善のポイント 

第１学年 

第 1回 

２(１) 

 

 

 

 

 

第２学年 

第 1回 

１(４) 

 

・ミョウバンをすべて溶かすために加える水の量について、グラフを基に考察

して分析するために、水の温度が一定のときの水の量と溶ける物質の量とを

関係付けて考える学習場面を設定することが大切である。また、実験の結果

を表やグラフに整理し、モデル化やイメージ化したり、自分なりの解釈を表

現したりできるようにすることを通して、理科への興味・関心を高めること

も有効である。 

 →ワークシート『平成 26・27 年度 第５学年 粒子 「物の溶け方水の量

と物が溶ける量」』 

・実験結果の考察を行う際に、科学的な知識や概念と根拠に基づき、結果を分

析し解釈して、説明することが大切である。その際、小学校で培った「比較

したり、条件に目を向けたりする」などの能力を高めながら、実験結果を分

析・解釈する能力を育成する学習場面を設定することが大切である。 

 →ワークシート『平成 26・27 年度 第１学年 エネルギー 「力と圧力の

練習問題①」』 

→ワークシート『平成 27・28 年度 第１学年 エネルギー 「水中の物体が

受ける浮力の大きさ」』 
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【第１学年 第１回 ２(１)の問題】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【関連するワークシート】 
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【第２学年 第１回 １(４)の問題】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【関連するワークシート】 
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